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Listeningにおける集中訓練効果と情意フィルター
浅 川 良 雄
1.まえがき
現在の学生達が生きる21世紀は､あらゆる
面で大変な困難が予想される｡すなわち,高
度経済成長､情報化､国際化､高齢化､核家
族化など急激な変化が考えられる｡とりわけ､
国際化の波はますます大きく押し寄せ､その
激しさを増すであろう｡こうした中で､今や
人類が意志疎通のための共通の言語としての
国際的英語を必要としていることは明らかで
ある｡
国際化の急速な進展の中で､学生達の英語
習得は､殊に"Listening"は､communication
において特に重要度を増し､その効果的な学
習の必要性は今後一層強まるであろう｡この
為には英語習得の程度 ･速度などに影響を及
ぼし､入力言語を無意識的に節にかける情意
領域の因子 (特に情意フィルター )の障害を除
去し､集中力をつけて､英語習得効果を高め
ることが急務である｡
英語教育において､言語習得に関しては幼
児の方が成人よりも優れているという通念は
科学的にも支持されているが､本研究は､言
語習得能力が分岐する思春期以降の英語学習
者における情意フィルターによる習得障害除
去に役立つと思われる｡これは脳波的には､
α波のとき情報が容易に脳にinputされ､記
憶保持率がよくなるのと密接な関係があるか
ら､脳波と英語習得の研究はこの問題解決-
の科学的解明に貢献することになる｡情報の
input効果は他教科の学習にも応用され得る｡
さらに成人は幼児よりも自意識が強く､他の
グループ-の仲間入りが困難であり､言語習
得で必要とされる偏りのない精神状態を維持
することが難しいとされている｡しかし､情
意領域の障害除去により英語習得効果を上げ
ることは､高度情報化社会で必要な生涯教育
や異文化間コミュニケーションなどにおいて
も同様であると思われる｡
最近能力脳発プログラム として､"Self
RegulationProgram (SRP)"(自己恒常性
開発プログラム)が一流企業の研修に採用さ
れ､その成果が注目を浴びている｡例えば､
セイコー電子工業株式会社の研究開発課で､
課長以下13名の課員全員がこの研修を受け､
集中訓練を実施したところ､その課の翌年の
特許出願件数が28%アップしたという実例が
ある (志賀､1990)0
SRPセミナー (志賀､1987)で､脳波がα
波の状態のときに意識が集中して学習 ･記憶
活動が高まり､潜在能力が発揮される事実を
知り､そのための集中訓練 (αトレイニング)
の幾つかを英語学習に応用してみた｡この訓
練による心身のリラクセーション･安定によ
り意識集中したα波の状態こそ､学習能力を
高める基礎条件であることが､これまでの調
査で分かってきた(浅川､1989)｡例えば､英
語の単語 ･熟語などの記憶率は4週間後でも
90%台を維持しているという結果も出ている｡
言語習得理論におけるDulay,Burt &
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Krashen(1982)のAffectiveFilter(情意フィ
ルター )の中のリラクセーション(relaxation)
や不安 (皮)(auxiety)がとくに本間題と関係
が深いので､英語習得効果を高めるためにこ
れを加えて考察し､実践との関係の分析 ･解
明をはかりたい0
本研究では英語のListeningでこの集中訓
練が､言語習得理論的にも､有効であるか､
どうかを調査してみた｡
これは英語習得のカギをにぎる重要なもの
であるが､様々な因子が複雑に関係しあって
いて解決法を見出すのが容易ではない｡これ
から継続的に研究を進めるために､この分野
における先行調査研究が､どこまで行なわれ
ているかを調べることが､先ず必要となった｡
2.この分野における調査研究結果
の要約
英語学習者が潜在的な学習能力に気付き､
それを大事に育てることによって､英語学習
が自律的に継続的に発展する基礎構築をし得
ると思われる｡ところで､英語に自信がない
とか英語が嫌いであることの主原因の一つに
忘却率の高いとこがあるが､スーパーラーニ
ングを活用すると長期記憶保持率が約40%向
上し､しかも1カ月後でも90%台を維持する
という結果が出､クラスが情緒的に落ち着き､
各自が自己の学習能力に自信を持つようにな
り､穏やかな雰囲気で積極的に学習に励むよ
うになった (浅川､1985､スーパーラーニン
グ連絡会､1985-6)｡更にSRPを応用して
みて､心身がリラックスし安定して意識集中
したα波状態こそ､学習能力を高める基礎で
あることが分かってきた (浅川､1989-90)｡
言語心理学や外国語教育の科学的実践 ･実
験に基づいたKrashenの言語習得理論はそ
の妥当性が認められるようになってきた｡
Dulay,etal.(1982)によると､言語習得の心
理作用 (internalprocessing)として三つの機
能､即ち｢フィルター(filter)(学習者が言語環
境の特定部分を無意識的に選別する情意因子)｣､
｢オーガナイザー(Organizer)(新言語体系を無
意識的に組織化する心理作用)｣､｢モニター
(monitor)(情報を意識的に処理する作用)｣が
あると言う｡フィルターはさらに動機 (moti-
vation)と感情の状態 (emotionalstate)に分
け､後者はリラクセーション (relaxation)と
不安 (皮)(anxiety)から成る｡今までの様々
な研究によると､学習者は不安度が低ければ
低いほど､効率よく言語習得をし､また精神
的に緊張しないでリラックス(弛緩)している
ものはより多くの表現を､より短時間に習得
することが判明している｡
英語習得効果を高めるSuperlearningやS
RPの構成要素であるリラクセーション･腹
式深呼吸 ･α音楽等と情意因子の中のリラク
セーション･不安等とを関連的に他の研究､
特に脳波研究､と共に考察することとする｡
A.リラクセーション (Relaxation)
情意フィルターの感情状態の第1はリラク
セーションである｡Dulay,etal.(1982)は､
精神的に緊張しないでリラックスして学習す
る者は､明白に､より短期間に､より多くを
学習することができるとして､実証例を多数
あげている｡例えば､ブリガリアのLozanov
(1978)による精神療法の手法からヒントを
得て開発された教授法をあげて､言語学習を
最大限にするために､学習者をリラックスさ
せ､心地よい状態にして学習するようにして
いるのがいいとしている｡バロック音楽を背
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景に､学習者は､居心地のよい家庭の居間の
ような温かい雰囲気の部屋で､絵画や彫刻､
植物などに囲まれて､リラックスした気分と
姿勢で聞いていればよい｡脳波(後述)的には
α波状態で､リラックスしていて､しかも精
神的な集中ができ､学習効果が上がるとして
いる｡そして1日4時間､週6日行なわれる
授業で宿題はないが､1カ月で2000-3000語
を学習し､文法の力が身につくと､その語を
使って､充分に会話を行なうことができると
いつ｡
Bancroft(1983)がLozanov教授法とその
アメリカにおける実践状況について研究して
いるが､それによるとアイオワ州の外国語の
先生は時間的に3倍の能率を上げているとの
ことである｡
Ostrander&Schroeder(1979)は､Lozanov
を基にさらに研究を重ねて､Superlearning
を著した｡このスーパーラーニングを行なう
ための第1条件は､心身の緊張を完全に解い
てリラックスすることにある｡身体的弛緩と
心理的弛緩の練習を1週間行なうことによっ
て､心身のリラックスができるようにする｡
このリラックスした状態において､学習と記
憶がたやすく､正確に､高速で成し遂げられ
るという｡
Ehrenberg(1986)は､リラックスする方法
に習熟すれば､誰でも知力をより完全に働か
すことができるようになるとし､その基本は､
寛いだ姿勢 (椅子に背中を真っすぐに伸ばして
腰掛け､足は床につけ､両手を膝の上に置く)を
とり､呼吸を整え､心を和らげる事物を思い
浮かべながら､筋肉の緊張を解すことである
としている｡これこそまさにスーパーラーニ
ングのリラックス法である｡
リラックスしているかどうかは､リラクセ
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ーション反応 (Borysenko,1991､後述)とし
て､例えば手や足が温かくなるので､誰でも
分かる｡Karlins&Andrews(1984)は､E
MG装置(筋電計)によって､筋肉がリラック
ス(弛緩)している時にはEMG信号の振幅は
小さく､筋肉が緊張しているときには大きい
ので判断できるとしている｡スーパーラーニ
ングでリラックス訓練を数回すると学習者は
手などの温かみを感じるようになってくるの
で､リラックスしてきているのが分かるO こ
れは､自律訓練法 (佐々木､1982)において､
医者が行なうのと､同様であろう｡
リラックスをいかに能率的に行なうかが､
教室では重要な課題である｡1981年以来､私
が実践 してきた経験か らす ると (浅川､
1985,1989,1990)､スーパーラーニングやSR
Pのように先ず身体的弛緩をしてから､心理
的弛緩を実施する方法が最も効果的である
B.不安､不安除去と腹式呼吸 (精神集中)
(1)不安 (Anxiety)
情意フィルターの感情状態の第2は不安で
ある｡Dulay,etal.(1982)によると多数の研
究から､不安が低いほど言語習得がうまくい
くことは明らかであるとしている｡①テスト
への不安と外国語集中訓練コースにおける成
績との間には負の相関､②カナダの7-11年
生の教室における不安と外国語としてのフラ
ンス語の成績や会話能力との間にも負の相関､
その他5例があげられている｡
Krashen&Terrel(1983)は､言語習得に
とって最良の状況は不安の程度をより低下さ
せるような状況であるとしている｡
Richrd-Amato(1988)は先行研究を調査し
て､一般的には不安の低下が目標言語の学力
向上と関連していると思われると述べている｡
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いずれにしても､言語学習と不安の相関関
係については､納得のいくデータがあるが､
その除去に関する具体的研究がないのは何故
であろうか｡
これは未開拓の分野らしい｡そこで方向を
一転して､関係ありそうな医学分野の研究を
調査することにした｡
(2)不安の除去と腹式呼吸 (精神集中)
医学者としての長年呼吸の研究をしてきた
村木(1984)は､深 く静かに長く息を出す腹式
呼吸をすることが心と体を落ち着けるのに役
立つという｡不安や心配な際の呼吸は浅 く弱
いが､腹式呼吸 (丹EI呼吸)に切 り替えると呼
吸が整うo丹田呼吸によりレー リー 現象(レ-
リー 博士のいわゆる自律神経の乱れ)を治し､正
常化し､生体のホメオスターシス(恒常性)を
保ち､生体内における各種ホルモン系を調整
し､その調和を保つとのことである｡
村木(1987)は､情報過多の現代では心の落
ち着きを失いがちになり､特に不安 ･心配､
さらに恐怖を起こす情報が多ければ心も乱れ
るが､こうした心理状態を鎮めようと心掛け
てみても思いどうりにはいかない｡幸いなこ
とに人間は誰でも自分の体を､自分でコント
ロールする能力を持っている｡ここで活用す
べきは良い呼吸である｡これは心の動揺や乱
れを鎮め､さらに訓練を積み重ねることによ
って安定した精神状態を身につけることがで
きる｡その際､最も効果的なのは出る息を次
第に長 くする(長呼吸)努力である｡何故かと
いうと､長呼吸は脳の静脈血を心臓に速やか
に返す働き (哲血を解消する)があり､そうす
れば､次には酸素を豊富に含んだ動脈血が頭
部へ向かってスムーズに流れる｡これにより
脳細胞の働きは良くなり､精神活動は健全に､
そして活発になるという｡
医者で精神神経免疫学者でサイコセラピス
トでもあるBorysenko(1991)は､2000人以上
の患者の治療を行いながら､体の極めて微妙
な相互関連の仕方について医学的研究にたず
さわってきた｡Borysenkoは不安を持った考
え方が､内臓フィー ドバックにも筋骨格系フ
ィー ドバックにも繁がっているとし､内臓的
には不安が嵩じると､口の渇き､汗ばんだ手､
どきどきする心臓､胃のくぼみの沈むような
感覚を感じるが､これらはすべて､自律神経
系からのフィー ドバックであり､こうした兆
候を見て､心が不安 (脅威)と解釈すると､
その不安度はさらに増大するという｡増大し
た不安が心身に影響し､興奮のレベルはさら
に増大する(不安のサイクル)｡この不安のサイ
クルは腹式呼吸 (横隔膜を上下させる腹式呼
吸)をすることによって切断することができ
るという｡鼻からの呼吸を続けながら吐くこ
とに集中する｡呼吸がだんだんと穏やかにな
ってくるが､それはリラクセーション反応〔脳
下垂体のメカニズム〕(心拍数･血圧低下､呼
吸数 ･酸素消費減少､脳波β波からα波-､
筋肉へ流れる血液が減少し､その分血液は皮
膚に流れ､暖かいという感じと心の平和な状
態が生まれる)が起こっているしるしである
という｡
それから手足が暖かくなる--リラックス
してきたのである｡それから心身ともにリラ
ックスしながら注意が行き渡っている状態-
-感情と思考という内面的な世界に対しても､
行動と知覚という外面的な世界に対してもー
-すなわち､精神の集中した状態になる｡こ
れは志賀 (1987,1989)の弛緩集中 (心身がリラ
ックスし意識が集中している)状態:α波状態
と同じであり､これこそ情報が脳によく入る
(記憶される)､あるいは記憶されたものが脳
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からよく出る状態なのである (inputfilter&
outputfilterの低下状態)0
不安を和らげるだけでなく､心の平静を乱
す感情を取り除き､心の奥深くにある知性の
源泉に波長を合わせてくれる瞑想について､
Ehrenberg(1986)は実験･研究によると､そ
れ瞑想者の主観的世界だけでなく､新陳代謝
をも変えることが分かっている :隈想中は酸
素の消費量は著しく減少し､二酸化炭素の排
出量も低下し､脈拍数と血液中の乳酸エステ
ル値 (心配と関係がある)は下がり､脳の α波
が増える｡これらは暖想者が高度の1)ラクセ
ーションと平静の状態にあることを示し､諸
器官がいわば休息状態にあるため､その人は
精神を集中することができるという｡これは､
上述のBorysenko(1991)や池見 (1988)のリ
ラックスしながら注意が行き渡っている状態､
精神の集中した意識状態と共通している｡そ
してこの状態こそスーパーラーニングやSR
Pが活用しているものなのである｡
腹式呼吸のさいに注意すべき点は､姿勢で
あ る (佐々木､1982,浅川､1989,志 賀､
1989)｡脳波がβ波からα波へ と移って行 く
が､目を閉じて行なう場合には特にβ波へと
向かい､だんだん眠気をもよおすこともある
ので､正しい姿勢が必要である｡上体を左右
に､ついで前後に揺り動かしてみて､垂直に
なるところで自然に止める｡次に脊椎を真っ
すぐに伸ばし､その上に頭を真っすぐに置く｡
こうすることによって､筋肉がリラックスし
ても姿勢がくずれないで､正しい腹式呼吸が
維持される｡腹式呼吸､特に長呼吸に意識を
集中することによって､集中力が高まり､気
付き (Borysenko,1991)の良い状態となり､
眠気を寄せつけない｡こうした腹式呼吸のと
き､脳波測定するとα波が保持されるのが分
61
かる (浅川,1989､&現在進行中)0
C.音楽
Lozanov(1978)は授業のコンサー ト段階の
前半ではクラシック音楽などを使う｡後半で
学習者の脳波が α波になりやすいバロック
音楽を背景に教材が朗読され､学習者はリラ
ックスした気分 ･姿勢で聴いているだけでよ
く､特に意識を集中して聴く必要はないとし
ている｡
Otsrander&Schroeder(1979)は､バロッ
ク音楽には人間のゆったりした脈拍と同じリ
ズム (1分間に60拍)を持つ低音部があり､そ
れに耳を傾けていると身体もそのリズムに同
化していく傾向があるという｡これを利用す
ると､人は身体をリラックスさせ､精神を敏
感にすることができるOスーパーラーニング
では背景に流す音楽(BGM)と同調して､4
秒で教材を学習する関係上4拍子のものが使
用される｡
Caskey(1980)は音楽はリラクセーション
効果を持っていて､新教材を学習する能力を
増大させる重要な働きをするという｡
志賀 (1989)は大抵の人はバロック音楽を
聴くとα波が優勢になるが､これは物理的に
は､明らかに生体に心地よい印象を与える揺
らぎ成分を沢山含んでるからであるとし､音
のエネルギー分布は揺らぎの周波数 fの逆数
に比例する規則性 (1/f揺らぎ)を持っている
という｡ α状態では､意識と潜在意識とが統
合された一体の状態であるから､意識で受け
入れようと思ったことは､すべて潜在意識で
も受け入れられることになり､拒絶反応が生
じないので､いろいろいな学習に応用できる
という｡
音楽は文化や個人的経験と関係が深い (漢
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川､1985,志賀､1987)ので､あるバロックの
曲が良いとしても､国や民族や個人によって
反応はかならずLも同じであるとは限らない｡
浅川 (1985)の経験によっても､音楽の好き
な学習者の場合には､例えばバロック音楽が
好きで､その学習時に利用するバロックの曲
に親しんでいると､曲からその人個人の経験
的世界へ連想が移り､学習効果は上がらない
ことがある｡Caskey(1980)も､同様なこと
があるといい､殊に器楽演奏者の場合は注意
がその演奏上の技術的なことなどに注がれて､
学習内容のインプットの障害になることもあ
るという｡それ故に､能力開発研究所のよう
な新しいα音楽を作曲して使用する方が障
害なく､効果が上がることとなった (浅川､
1990)ので､このα音楽はその後も活用し､
調査中である｡
D.脳波
アインシュタインが困難な数学的計算を行
っている際の脳波を調べてみると､明瞭なα
波が出ており､計算間違いをした時にβ波に
なったという (佐々木,1982)｡
小林他 (1987)は意識のレベルや精神活動に
よって脳波パターンが変化するが､α波やβ
波は健康な成人が目覚めている状態で､普通
に見られる脳波であるとする｡
Lozanov(1978)はα波状態のときには､リ
ラックスしていて､しかも精神集中 (意識的
ではない集中)がなされ､学習効果が上がる
という｡
Bancroft(1983)はリラクセーションは脳波
的にはα状態であり､言語材料を無意識的に
呼吸するのに貢献するという｡
脳波の研究に長い間､携わっきた志賀
(1987,1989)は､1000余人の実験観察結果に
基づいて､α波状態においては情報がよく脳
に入る(記憶される)､あるいは脳から出る(忠
い出される)､いわゆる弛緩集中 (心身がリラ
ックスし意識が集中している)であるという｡
だからインプットがよくなされるのはα波
状態の時である｡一般的には､α波は意識集
中や落ち着き､リラックスした心理状態を反
映している脳波で､能力発揮されている時に
特につよい α波が観測され､β波は緊張や不
安､いらいら時の大脳の活動状態を反映する
脳波であるという｡
心身医学 (心療内科)の専門医である他見
(1988)は､α波の出現している時は意識水準
が低下しているのではなく､刺激への適切な
反応性や活動性を保ったままでの静かな寛い
だ目覚めの状態で､脳の目覚めに最も相応し
い条件下にあって､バランスを保った意識状
態であるという｡
β波については志賀 (1989)は､浅い睡眠や
中程度の睡眠中に発生し､意識は低下してい
るとし､小林他 (1987)も同様であるが､学習
などとの関係があるとする､次のような研究
も兄いだされる｡
Dulayetal.(1982)は､Budzynskiのデン
バー生体自己制御研究所におけるβ波をと
りあげ､β波状態において､言語を含むある種
の情報の吸収がよりよくなされるようになる
とし､事例として以前には障害によって吸収
されなかった情報を､β波状態に置かれるこ
とによって吸収されるようになった人々のこ
とを報告している:例えば､外国語などの科
目に心理的障害のある学生や減食の忠告を守
れない肥満の人など｡
Silva(1986)はβ波は肉体的世界･外的意
識に､レベルで行動に関係するのに対し､β･
α波は精神的世界 ･内的意識のレベルで思考
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に関係し､情報などを入れるのに活用してい
るという｡β波は無意識的レベルにおいて記
憶と関係しているようである｡
♂波については志賀 (1987,1989)も小林他
(1987)なども､深い睡眠中に発生し､意識は
全く無い (無意識状態である)という｡した
がって､学習とは直接的関係はないようであ
る｡
現在調査中であるが､上述のリラクセーシ
ョン､腹式呼吸､α音楽などを用いての集中
訓練中の脳波はα波が優勢であるが､以前に
行なった記憶の実際の調査の際にも､β波が
劣勢ではあるが出現するのを観察している｡
両者の関係については今後の研究課題である｡
Bancroft(1983)によれば学習時における､
α波状態の調査研究は米国ではなされてい
ないとのことである｡また､日本においても
英語学習と脳波の研究は未だ行なわれていな
いようである(志賀,1991)｡現在の調査を急い
で充実したものにしなければならない｡
3.調査日的
上記の調査 ･研究を基礎に､今回は英語習
得効果を高めるために､リラクセーション､
腹式呼吸､α音楽等による集中訓練(aTrain-
ing)が､情意フィルターを低めて､Listening
にどの程度効果的かを解明することを調査目
的とする｡
4.調査方法
A.調査対象者
大学 1年生 (1組44名､2組43名､3組
43名の自然学級)である｡
B.事前指導
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はじめに英語習得と脳波､心と体の関
係(心理･生理学)､リラクセーション､精
神集中と腹式呼吸､α音楽などについて
話し､十分な理解と動機付けをしてから､
集中訓練 (aTraining)にはいる｡
C.基礎訓練
α音楽を背景にして(BGMとして)､先
ず､リラックス (身体的弛緩から心理的弛
緩へ)してから､腹式呼吸による精神集中
-の基礎的訓練を約20分ほど授業の最初
に行なう｡これまでに実施してきた諸研
究から普通は､ 1日1回で､6-10回の
訓練により､第1に心身の緊張をよく解
して (α波がでるようになる)から､第2
段階として､腹式呼吸により不安のサイ
クルを切断して精神の安定 ･集中 (α波
状態)を深めることが必要である｡今回
は3回基礎訓練後の調査の結果を述べる｡
D.テス ト開溝
聴解 (ListeningComprehension)調査用
のTestA&Bの2種類を作成した｡
AとBの難易度は同じになるように､他
のクラス(3組)で試用してみて､同程度
のもの (0.9%の差)を選び､今回のテス
ト問題としたO
テストは次の本とそれに付属のテープ
を利用して作成した｡(資料1と2)
Patricia A.Dunkel& Christine
GradyGorder,1987,Startm'thListen-
ing,Cambridge,Mass.:Newbury
HousePublishers.
この本の Unit5,
1.SarahHasProblem (Narrative) と
2.ICan'tStudy(Conversation)をTest
A(資料1)とし､
3.Tony'sPart-TimeJob (Narrative) と
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4.Dad,Don'tWorry(Conversation)を
TeatB (資料 2)とした｡
ただし､Ilustration,NarrativeinParts
(spacingefectや聞き取りをしやすくする
絵などの部分)は除外した｡
英語はnativespeakersofAmerican
Englishによる､上記本の付属のテープを
使用した｡
E.テスト方法
被験者は先ず､TestAの問題用紙が配
布され､上記のテープのA.Narative(or
Conversation)の部分を2回聴いてDと
Eの問いに解答した｡
次に､TestBは､α青楽 (脳力開発研
究所)をBGMとして､集中訓練(aTrain-
ing)を約6分間してから､TestBを上同
様に実施した0
5.結果および考察
結果 は図 1"LISTENING COMPRE-
HENSION'のごとくである｡1組は66.4か
ら89.9へ､2組は66.2から90.5へと向上して
いる｡集中訓練 (αTraining)をすることによ
って約24%の聴解力向上が見られた｡今回は
基礎訓練が十分とはいえないのに､これだけ
のlisteningにおける理解の効果が上がった
のは､リラクセーション､腹式呼吸､α音楽
などによる集中訓練によって､情意フィルタ
ーが低められて物語りや会話の内容が､より
よくインプットされ､精神集中のα波状態で
よりよく理解されたためだろう｡訓練を充分
にすれば聴いて理解する力は､さらに向上す
ると思われる｡
基礎訓練を自信がつくまで十分して､もっ
と難易度の異なる教材ではどうか､もっと長
いもの､スタイルの違うものではどうか等々
についても調査する必要があるだろう｡
6.結論
情意フィルターの中のリラクセーションと
不安は､集中訓練 (αTraining)と密接に関連
し重なり合っていることが調査 ･研究をとう
して確認されたOすなわち､リラクセ-ヨン
は両者に共通の因子であり､集中訓練の腹式
呼吸により不安は､その生理的なフィー ドバ
ック機構の "不安のサイクル'を切断される
ことが分かった｡
さらに､リラックスするとα波がでるよう
になり､腹式呼吸によってもα波､α音楽を
聴いてもα波が出現して精神が安定し､集中
して脳力が賦活されることが明確になった｡
結局､3方法全部に共通的にあるのはα波で
ある｡そして､この脳波は測定が可能である｡
したがって､情意フィルターのこの部分はE
EG装置(脳波計)で科学的に分析できること
が兄いだされたわけであるOそれ故､3方法
によるα波の質量の相違などの詳細にわた
る調査 ･研究が必要であろう｡
浅川二Listeningにおける集中訓練効果と情意フィルター
総括的には英語習得効果を高めるのに､ リ
ラクセーション､腹式呼吸､α音楽等による
集中訓練 (αTraining)が､脳力を賦活し,情
意フィルターを低めて､聴解力を約24%向上
させたことから､この訓練が Listeningに有
効であることを証拠づけたと言えよう｡
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資料 1 TestA
1SarahHasaProblem
lt′s10:30atnightonaThursdayinthemiddleofDe(ember･Sa-ah′s
sitingatherdeskinthedormitory.ListerttoastoryaboutSarahand
herproblem.
A.Narrative:SarahHasaProblem
D.CheckYourComprehension
ListentoeachqueshonandChoosetheCorreCtanswer･
1. (a)onherbed (ち)onthefloor (⊂)atherdesk
2. (a)WatChingTV (b)studyingfor ()talkingto
atest Cnstina′s
fhends
3. (a)Cristina (也)Cristlna′S (C)Sarah
friends
4･ (a)herparents (ち)hertest (C)herboyfriend
5. (a)angry (b)happy (C)tired
i.IdentifyingQuiz
WhoisdolngthesethlngS-SarahorCrlStlna7LIStentOeachques-
tlOn.WntetheansIVerOntheblankline.
Class No. Name Cn- - Marks- o)
2 ICaTl'tStudy
ThenoiseinSarah′sroomiSdrivinghe-razy･She'stalkingtoCris-
tinaandherFriendsListentotheconversation
A.Conversation:ICan′tStudy
D･CheckYourComprehension
LIStentOeachquestionandChooSetheCorrectansIVer.
1･ (a)Juhaistan(ing (b)Themusicis ()Shehasa
toher. tooloud headache
2･ (a)tomorrow (ち)next､veek (C)lnafewdays
3･ (a)aswimming (b)aFren⊂htest(⊂)ahistorytest
test
4 (a)studyingfor (ち)havlnga (⊂)leavingFora
atest party movle
5 (a)toamovle (b)toaparty (⊂)toarestaurant
E･True/FalseQuiz
ListentoeachstatemenLIsthestatementtrue?DralVaCir(1e(○)
ontheblanklnelsthestatementfalse7Drawasquare(□)onthe
blankune.
????????
?
????? ?
? ? ?
?
賛料2 TestB
8 Tony'sPart-TimeJob
It'SlunchtimeintheCaLeteriaatTony'suniversity,NITTheCafe-
teriaisCrowded.SomestudentsareSittilgandeating･Otherstudents
aregetingtheirfood.TorLy'sworkinginthecafeteria･Listentoastory
aboutTony'spart-time卓obinthecafeteria･
A･Narrative:Tony′sPart-TimeJob
D･CheckYourComprehension
Listentoea(hquestionandchoosetheCorre⊂tanswer
1 (a)momlng (b)noon
2 (a)aWeekendjob (b)apart-tlme
iob
3･ (a)washingdlShes (b)sweeping
thefloor
4･ (a)washingdishes (b)making
frenchfrュes
(⊂)evenlng
(⊂)afulトtlme
job
(C)frylng
hamburgers
(⊂)frylng
hamburgeTS
5 (a)talklngtOTony (ち)eatinga (C)standlng
hamburger lnlne
E･That′sRightノThat′sWrongQuiz
LIStentOeachstatemeltaboutTonyandhlSfatherlstleStatement
true?PutaC1rdearoundThnE'srLghEIsthestatementnottrue?Puta
⊂irdearoundThnE′swro"g･
1That'srlght. That'swrong 4That'srlSht That'swrong
2That`sright･ That′S､′rong 5That'srlght That'5､･rong
3･That′srlght･ That`S､vrong
Class No. Name_ _ Marks
4 Dad,DoTl'tWorry
TonyandhisfatheraresitingatatableintheCafetria:Tony′sfatheriseatinghislunCh･Hehastwobl･ghamburgersandapleCOfaple
plcOmhistray･Tonyisdrinkinga(upof〔offee･Tony′sonH offee
break･Tonyandhisfatheraretalking･Listentotheirconversation.
A･Conversation:Dad,Don･tWorry
D･CheckYourComprehension
Listentoeachquestionandchoosethecorrectanswer
lL- (a)athome (b)inarestaurant (C)inthecaEeteria
2- (a)yes (b)No (c)Idon,tknow.
31- (a'…OCfTepeof (b'itnvdOごapTebcuerogferS(〔':nhdaTebnucrhger
applepュe frュes
4･- (a)hlSParentS (b)hisroommate (〔)hisgirlfriend
5･- (a)tomorrow (b)No (〔)lnayear
E･ListeningDictation
LIStentOeachsentenceandf11inthemlSSlngWOrdl
1We'realittle 1aboutyou
2You′renel′erhomeon
3 1′m- - duringtheweek
4We'regolngtOr- _ー __ school.
5 -- --- - -Carefulyaboutlt
?
? ?
? ? ? ? ? ?
?
? ?
????
?
????ー ???
?
??
??
? ?
